
これからもよろしくお願いします。 

平成21年6⽉29⽇発⾏ 

 めでたく50号を発行することができました。これま

でご愛読いただきありがとうございます。 

 「TYOKYO市場情報」の創刊号は、平成18年６月28日

のことです。当時の資料を開いていると、一番最初の

原稿には「市場見聞き情報」の題名が!! 「TOKYO市場

情報」の名前を決める際には、９つの案があったこと

が、メモに残されていました。 

 当時の情報は、やや堅め（？）の文章で、市場関係

者からの一言や東京青果㈱の市況が掲載されていまし

た。第２号では、県産野菜のシェアやりんごの価格の

推移グラフまで掲載し、「この時期、本県からは様々

な野菜等が大量に入荷しており、食料供給県としての

青森県の地位の高さを改めて実感しました。」と締めくくっています。すばらしいコメントです。 
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5050号号  
記念記念  

創刊号です。りんごは価格好調だったんですねえ。 

ダジャレでGO！ いつから？ 
 第２号以降は、あくまで「気軽に 楽しく 

身近に 東京市場の動きを感じられる」よう

にとの配慮から（？）カラーを多用し、

「！」や「？」や「(>_<)」などを散りばめパ

ワーアップ！それでも足りなくて、創刊号か

ら５か月後となる第９号（平成18年11月17日

発行）にはダジャレも初登場。スチューベン

の記事でした。「そったらこと、あたりまえ

だ！、みんなして、スッチュベンな！」と言

われそうです」は難度が高いですねえ。その後は行けるとこまで突き進むかのように連射します。い

くつかを振り返ってみましょう。 

第９号で登場した初ダジャレ。 

第28号 茨城産ながいもの産地化は「いばらの道」。 第32号 タイトル集です。 

第45号 ケーキも後退、販売強化の合い言葉「一致、GO」 

 読者を引きつける要素がふんだんにありま

す。 

 でも知ってました？「食べ方の周知が必要

だ」「産地と市場の連携が必要だ」「日持ちが

心配」「継続出荷が必須」などの率直な意見が

盛り込まれているのですよ。 



市場⼈Information   東京⻘果㈱ 平⼭ 吉孝さん 

チョット⼀息「りんごの気持ち」上から目線Ver. 

ＴＯＫＹＯ市場情報 第50号記念 号外 

 弘前生まれ弘前育ちの平山さんは、大学卒業後、昭和48年に東京

青果㈱へ入社以来りんご一筋。入社３年目から25年間せり台に立

ち、現在は果実第一事業部の課長です。かつてのせりは、１人で全

国のりんごを１時間かけて売っていました。「ほしい人に落札す

る」ことでリピーターが増えるとのこと。かなり難しそうです。 

 そんな平山さんは、中学から大学までバレーボール部で活躍し、

大学では東北制覇も経験した元々（？）スポーツマン。自身の実家

もりんご農家で、「日本一のりんご産地 青森」を自負し上京した

のですが、入社後に他県のすばらしいりんごを見て愕然とした思い

出があるとか。 

 「私は青森で育った青森県人。だから青森に恩返ししたい」との

思いから、最近では「早生ふじ」の販売に尽力するなど青森りんご

の販売に大きく貢献いただいています。 

 青森りんごのこれからについて「最近の販売は消費形態の変化か

ら量販店向けに変化した。培ってきた販売ルートでこれまでどおり

売るのではなく、消費地の実態を肌で感じながら販売方法を変化さ

せる必要がある」とのことでした。納得。 

・昭和25年生まれ 

・前京浜関東青森りんごの会会長

で、現在は、全農あおもり果実

研究会理事や卸売市場青森県人

会幹事長としても活躍 

・趣味はゴルフ 

・人生の半分以上が東京でも津軽

弁は忘れてません。 

第50号記念の号外なので、前任者に怒られるかもと思いながらも、思い切ってお祭り気分で

作りました。初登場の「市場人Information」は青森県産の販売に携わる方を紹介するコーナー

です。東京市場には青森県産に愛着を持って販売している方がたくさんいます。うれしくもあり

頼もしくもありです。反響が大きければ連載もいいかなあと思っていますので、御意見をお聞か

せ下さい。左写真は５月下旬に入荷した青森産たけのこ。山菜採りに行きたくなります。 
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